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札幌市中央区宮の森３－７

北海道森林管理局と北海道共催の育樹祭を、９月２７日（土）斜里町

ウトロにて開催しました。この育樹祭は、地域の森林を立派に育て、後

世に引き継ぐとともに、森林づくりの大切さなどを理解してもらい、今

後の森林づくり活動を一層推進していただくことを目的に、道内各地で

毎年秋に行っています。１００名を越える参加者は、樹齢３７年のトド

マツの間伐作業に汗を流したあと、カラフトマスの遡上を見学し、知床

の豊かな海と川と森林のつながりを実感していました。

育樹祭の昼食後は、国設知床野営場にて、室

蘭出身のｼﾝｶﾞｰｿﾝｸﾞﾗｲﾀｰ百香さんのミニコンサー

トを行いました。オホーツクの四季をテーマと

したイメージソング「あなたへ」など数曲が披露され、透明感の

ある歌声とバイオリン演奏が知床の森林の中に響き渡り、「知床

旅情」の演奏では、参加者も思わず一緒に口ずさんでいました。

「知床永久の森林づくり協議会」では、知床における

国民参加の森林づくり活動や森林環境教育活動を継続

的に推進するための取組みの１つとして、９月２６日

～２８日、育樹祭にあわせ「森林づくり体験ツアー」企画したところ、

関東圏からの１７名の参加がありました。２泊３日の行程で、１日目

は、東京農大オホーツクキャンパスでの、オホーツク学入門とエゾシ

カの環境共生についての講義、知床の夜の自然を観察するナイトツアー、

２日目は、育樹祭への参加、樹木医と知床の森林を歩くトレッキング

ツアー、網走の語り部による、監獄の歴史やオホーツク文化人の生活

などのお話し、最終日は、旭山動物園の坂東副園長から「北海道の森

林環境と食物連鎖」というテーマで講義を受けるなど盛りだくさんの

内容でした。特に知床の植生を脅かすエゾシカの問題は、地域が直面

している生態系の問題について考えるきっかけを提供しました。参加

者は、学び・体験・交流を通じて、知床の自然の雄大さや森林づくり

の楽しさ、生態系を守るための課題などを実感し、「その後の風景の

見方が変わった」「体・感覚で生態系のつながりを感じられた」など

高評でした。この体験ツアーを検証し、今後の事業に活かす予定です。



胆振東部署内の平成１６年１８号台風被害跡地

にて、東京のIT関連会社アプリシアテクノロジー

（株）の社員６４名の皆さんに、社員旅行のメイン

イベントとして植樹をしていただきました。ハルニレ、

ミズナラ、アカエゾなど６種１９０本。使い慣れない

クワを手に１本１本丁寧に植えていただきました。

日 日 種 類 対 象 者 人数 講義内容・教材

5.19 総合学習 職場訪問 札幌市立山の手南小学校6年生 3 世界遺産・知床についての新聞づくり取材

5.23 総合学習 職場訪問 札幌市立山の手南小学校5年生 3 三角山の森林、北海道の森林

6.9 総合学習 職場訪問 札幌市立東米里中学校 4 環境～花粉症・森林伐採・砂漠化～

8.4 総合学習 職場訪問 札幌市立三角山小学校6年生 2 森林について

8.4 卒業レポート 環境学習 私立立命館慶祥東中学校3年生 1 間伐材の利用（割り箸）

8.6 社会科 札幌市立真駒内緑小学校 1 水はどこから（水源林）

8.7 夏休み自由研究 札幌市立宮の森小学校2年生 1 どんぐりについて

8.28 総合学習 職場訪問 札幌市立山の手南小学校4年生 86 管理局の仕事

8.29 理科部 職場訪問 北海道札幌清田高校 10 H16年18号台風による風倒被害など

10.10 総合学習 職場訪問 札幌市立新川西中学校1年生 11 施設見学と森林保全のお話し

10.24 総合学習 職場訪問 札幌市立宮の森中学校2年生 6 森林伐採による諸問題

10月末日現在

宮の森中学校
洞爺湖サミットの影響か、昨年よりも総合学習の時間や、夏休

みの宿題、課題で森林管理局を訪れた学校が大幅に増えました。

春から１１回、９校１２８人の小中高校生の訪問を受け入れていま

す。子ども達には、森林伐採＝悪というイメージがあります。間伐

といって、伐った方が良い森林があることや、日本、北海道、札幌

市は、実は森林面積が多い、などのお話しをしています。

毎年恒例となった「道民森づくりネット

ワークの集い２００８」が札幌市内道
庁赤レンガ庁舎前で開催されました。

知床森林センター及び道内４つの環

境保全ふれあいセンターが森のポス
ターセッションに参加しました。

山の手小学校


